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市
税
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
福
祉

の
充
実
、
健
康
の
保
持
や
増
進
、
生
活
環
境

の
整
備
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
費

用
を
賄
う
た
め
の
重
要
な
財
源
で
す
。
そ
れ

は
市
民
の
皆
さ
ん
に
応
分
の
負
担
を
分
か
ち

合
っ
て
も
ら
う
仕
組
み
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。

　
納
税
は
、
国
民
の
三
大
義
務
の
う
ち
の
一

つ
で
す
。
税
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
自
主
的

に
納
税
者
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
も
ら
う
も

の
で
す
。
滞
納
が
発
生
す
る
と
、
貴
重
な
税

金
を
、
督
促
状
の
送
付
な
ど
の
本
来
使
わ
な

く
て
よ
い
経
費
に
使
う
こ
と
に
な
り
、
市
民

◎滞納処分の流れ

督促状・催告書発送

　納期限後 20 日以内に「督促状」を送付
します。督促状でも納付がない場合は、「催
告書」を送付します。

財産調査

　勤務先・金融機関・生命保険会社・取り
引き先などへ調査を行います。また、自宅
等へ財産調査のため、強制的に捜索を行い
ます。

差押え

　財産（預貯金・給与・生命保険・不動産・
自動車など）を差し押さえます。差押えに
より、金融機関や勤務先などに滞納が知ら
れ、社会的信用を失うことになりかねませ
ん。

換価・配当

　差し押さえた財産を公売などで売却して
得た代金や、差し押さえた預貯金・給与を
税金に充てます。

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
不
利
益
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
納
期
内
に
税
金
を

納
め
て
い
る
多
く
の
人
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
預
貯
金
や
給
与
の
差

押
え
に
加
え
、
捜
索
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど

の
方
法
で
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
の
納
期
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

差
押
品
は
公
売
会
へ

　
本
年
度
も
預
貯
金
・
給
与
・
退
職
金
な
ど

の
差
押
え
の
ほ
か
、
自
動
車
や
家
電
製
品
な

ど
の
動
産
の
差
押
え
を
行
い
ま
し
た
。
差
し

差し押さえられて公売にかけられる自動車

押
さ
え
た
動
産
は
、
公
売
で
売
却
し
、
売
却

代
金
を
滞
納
し
て
い
る
税
金
へ
充
て
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、川
南
町
で
開
催
さ
れ
た「
九

州
市
町
村
合
同
公
売
会
in
児
湯
」
へ
の
参
加

や
、
市
役
所
本
庁
で
の
公
売
会
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
不
動

産
に
つ
い
て
は
「
宮
崎
県
・
市
町
村
合
同
不

動
産
公
売
会
」
へ
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
時
点
で
の
各
公
売
会
の
落
札
金
額
は
、

「
九
州
市
町
村
合
同
公
売
会
in
児
湯
」
で
11

万
２
８
１
０
円
、
市
役
所
本
庁
で
の
公
売
会

で
は
17
万
２
０
８
９
円
で
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
で
は
24
万
１
４
０
０
円
で

す
。

納税通知書発送

　納税通知書と納付書（口座振替の場合は
納税通知書のみ）を発送します。

タイヤロック

財産調査

公売会

財産差押え
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納税・滞納処分Ｑ＆Ａ
こんな話をよく聞きます

Q

A

納付したのに督促状が届いた。どう
いうことか。
納付されてから、市役所で納付確認
ができるまで数日を要します。行き
違いで督促状（催告書）が発送され
る場合があります。納付済みの場合
は届いた督促状（催告書）は破棄し
てください。
行き違いを防ぐためにも、納期内に
納付をお願いします。

Q

A

分割納付をしているのに差し押さえ
られた。どうしてか。
分割納付をしているから差押えされ
ないということはありません。新た
に財産を発見した場合や、約束を守
られていない場合は差押えを行いま
す。

滞
納
に
は
延
滞
金

　
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ
た
場

合
は
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
発
生
し
ま

す
。
延
滞
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人

と
の
公
平
を
図
る
た
め
、
必
ず
納
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
延
滞
金
の
割
合
は
、
銀
行
な

ど
の
預
金
金
利
よ
り
は
る
か
に
高
い
率
で
す
。

　
延
滞
金
に
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
な

か
っ
た
こ
と
へ
の
罰
則
的
な
意
味
合
い
も
あ

り
ま
す
。
税
を
滞
納
し
て
預
貯
金
を
し
て
い

て
も
、
ま
っ
た
く
割
に
合
い
ま
せ
ん
。

◎滞納をなくす取り組み

次代を担う子どもたちに税の正しい知識と理解を
深めてもらうため、市内の小中高等学校に出向き、
租税教室を実施しています。

■租税教室

一度手続きすれば自動的に納期限に指定された口
座から引き落とされます。また、納期内の納付書
で 30 万円以内のものは、コンビニで休日・夜間
を問わずいつでも納めることができます。

■口座振替・コンビニ納付推進等

県、小林市、高原町と協力して、差押え等の滞納
処分を進めています。職員相互の徴収技術の向上
を図り、税の収納率の向上と税収の確保を目指し
ます。

■併任人事交流

給与所得者の住民税は、事業主が毎月従業員に支
払う給与から差し引き、まとめて納入する特別徴
収という制度が義務付けられています。普通徴収
の納期が原則年 4 回であるのに対し、特別徴収は
年 12 回で、1 回あたりの負担が少なくて済みます。

■特別徴収の推進

差押財産等区分 件数 差押取立金額（円）

預貯金および給与 95 10,756,697

公売（売却） 91 284,899

経営所得安定対策等交付金 26 914,250

国税還付金 29 794,900

その他債権 3 325,942

合計 244 13,076,688

◎財産等の差押状況
（平成 29 年 2 月 1 日現在）

やむを得ない場合は放置せずご相談ください

延滞金の割合

納期限の翌日から

1 カ月以内
2.7 パーセント

納期限の翌日から

1 カ月経過後
9.0 パーセント

納
税
に
困
っ
た
ら
早
め
に
相
談

　
市
で
は
、
税
金
の
納
付
が
困
難
な
人
の
た

め
に
納
税
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
病
気
や
失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情

◎収納率の推移◎延滞金の割合
（平成 29 年中）

H27年度

95.07％

93.82％92.42％

91.26％
90.21％

89.09％
88.25％

88.11％

H26H25H24H23H22H21H20

で
納
期
内
に
税
金
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

市
税
務
課
収
納
対
策
室
ま
た
は
市
健
康
保
険

課
賦
課
徴
収
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
生

活
状
況
の
聞
き
取
り
を
含
め
、
完
納
に
向
け

た
納
付
計
画
に
つ
い
て
の
相
談
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
虚
偽
の
申
し
出
や

納
付
計
画
を
守
ら
ず
不
履
行
に
な
っ
た
場
合

は
、
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　
諸
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
市
税
務
課
収
納
対
策
室

☎
35
‐
３
７
３
７（
直
通
）

問
市
健
康
保
険
課
賦
課
徴
収
係

☎
35
‐
３
７
４
３（
直
通
）

Q

A

いきなり差押えをされた。その前に
連絡するべきではないのか。
税は納期内納付が大原則です。地方
税法には、督促状を発した日から起
算して 10 日を経過した日までに完
納しないときは、差押えをしなけれ
ばならないと明示されています。え
びの市では、督促後、催告書を送付
したうえで差押えを行っています。

Q

A

滞納額が小額だから差押えされませ
んよね。
滞納額が小額でも、滞納にかわりは
ありません。財産調査を実施し、財
産があれば滞納処分（差押え）を行
います。
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CIVIC NEWS
市政ニュース

　

軽
自
動
車
税
は
、
原
動
機
付
自

転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車
、

軽
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
毎
年

4
月
1
日
現
在
の
所
有
者
が
納
税

義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　

4
月
1
日
に
所
有
者（
使
用
者
）

で
あ
れ
ば
、
4
月
2
日
以
降
に
売

却
し
た
り
、廃
車
し
た
り
し
て
も
、

そ
の
年
度
分
は
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
逆
に
4
月
2
日
以
降
に

軽
自
動
車
等
を
取
得
し
て
も
、
そ

の
年
度
は
納
税
義
務
者
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

軽
自
動
車
等
を
下
取
り
に
出
し

た
り
、
他
人
に
譲
渡
し
た
り
し
た

場
合
は
名
義
変
更
の
手
続
き
、
車

検
切
れ
で
乗
ら
な
く
な
っ
た
り
、

事
故
等
に
よ
り
使
用
不
能
に
な
っ

た
り
し
た
場
合
は
、登
録
抹
消（
廃

車
）の
手
続
き
を
3
月
31
日
ま
で

に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

の
届
け
出
と
は
別
に
市
税
務
課
に

も
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
登
録
が

そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
、
実
際
に
使

用
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

3
月
31
日
ま
で
に
行
い
ま
し
ょ
う

軽
自
動
車
に
関
す
る
手
続
き

ま
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
人
も
、
車
検

証
等
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
の

変
更
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
名
義
変
更
や
登
録
抹
消（
廃

車
）、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
、

自
動
車
販
売
店
な
ど
の
第
三
者
に

依
頼
し
た
場
合
は
、
必
ず
手
続
き

が
完
了
し
た
か
ど
う
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
依
頼
し
た
つ
も
り
で

も
、
依
頼
先（
代
行
先
）が
手
続
き

を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
遅
れ

た
り
し
て
、
手
続
き
が
4
月
1
日

に
間
に
合
わ
ず
、
課
税
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
平
成
29
年
度
の
口
座
振
替
日
】

　

平
成
29
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税

の
口
座
振
替
日
は
、
納
付
期
限
日

の
1
週
間
前（
平
成
29
年
度
分
は

5
月
25
日
）に
変
更
と
な
り
ま
す
。

振
替
日
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
額

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

平
成
29
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納

税
通
知
書
は
5
月
上
旬
に
発
送
す

る
予
定
で
す
。

問
市
税
務
課
市
民
税
係

☎
35
‐
３
７
３
４（
直
通
）

車種 手続き場所 必要なもの

原動機付自転車
（125㏄以下の原付バイク）

小型特殊自動車
（農耕用トラクターなど）

えびの市役所税務課
☎ 35-3734
または飯野出張所・真幸出張所

使用者の印鑑、ナンバープレート
※名義変更の場合は、前の使用者の印鑑も
　必要です。
※名義変更だけの場合は、ナンバープレー
　トは不要です。

二輪（125㏄超 250㏄以下）
三輪

全国軽自動車協会連合会宮崎事
務所
宮崎市本郷北方 2729-31

詳しくは、全国軽自動車協会連合会宮崎事
務所（☎ 0985-51-3070）までお問い合わせ
ください。

四輪乗用（軽乗用車等）
四輪貨物

（軽トラック・軽バン等）

軽自動車検査協会宮崎事務所
宮崎市大字本郷北方 2729-4

詳しくは、軽自動車検査協会宮崎事務所（☎
050-3816-1760）までお問い合わせください。

二輪の小型自動車
（250㏄を超えるもの）

宮崎運輸支局
宮崎市本郷北方字鵜戸尾 2735-3

詳 し く は、 宮 崎 運 輸 支 局（ ☎ 050-5540-
2088）までお問い合わせください。

※軽自動車や二輪の小型自動車の手続きは、お近くの自動車販売店または整備工場等にご相談ください。す
。

　

ま
た
、
写
真
等
の
募
集
は
引
き

続
き
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の
お
気
に

入
り
の
え
び
の
の
写
真
を
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
。投
稿
し
た
写
真
は
、

同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

問
市
企
画
課
定
住
対
策
係

☎
35
‐
３
７
１
３（
直
通
）

え
び
の
の
魅
力
を
発
信

ゆ
し
っ
た
ま
ら
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

え
び
の
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

こ
れ
を
形
に
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る「
ゆ
し
っ
た

ま
ら
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、

え
び
の
な
ら
で
は
の
風
景
や
行

事
、
食
べ
物
な
ど
の
写
真
を
同

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w

w
.yushittam

aran.jp/

）で
募

集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
た
く

さ
ん
の
写
真
の
投
稿
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
写
真
を
活
用
し

て
、え
び
の
の
魅
力
を
動
画
化
し
、

市
内
外
に
発
信
し
て
い
く
予
定
で

福
祉
作
業
所
に
よ
る
手
話
ソ
ン
グ

と
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
や
、
市
民

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の「
楽
し
く

歌
う
会
」に
よ
る
手
話
を
含
め
た

コ
ー
ラ
ス
が
行
わ
れ
、
参
加
者
も

一
緒
に
手
話
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
教
育
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
岡
本
工
介
氏
を
講
師
に
招
き
、

「『
差
別
を
な
く
す
』か
ら『
手
を
つ

な
ぐ
』へ
～
ル
ー
ツ
を
大
切
に
生

き
る
～
」と
い
う
演
題
で
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

問
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
５
０
）

人
権
へ
の
意
識
向
上

え
び
の
人
権
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
in
か
く
と
う

　

1
月
22
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で「
え
び
の
人
権
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ

in
か
く
と
う
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
約
70
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
人

権
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供

し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
市
が
主
体
と
な
り
、
関
係
団

体
の
協
力
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
今
回
が
3
回
目

の
開
催
で
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
え
び
の

投稿された写真（タイトル：じゅひょ～）

参加者は熱心に岡本氏の話を聞いていました

小型特殊自動車の中に、農耕作業用車両も該当します。購入または譲
り受けなどした場合は、公道の走行の有無にかかわらず、標識交付の
申請をしてください。

【標識交付の申請に必要なもの】
①使用者の印鑑②車台番号のわかるもの（販売証明書など）
※譲り受けで新規登録する人は、譲り渡しの人の印鑑が必要です。
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CIVIC NEWS
市政ニュース

臨
時
認
知
機
能
検
査

で
物
産
を
購
入
し
た
人
に
は
、
宮

崎
の
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会

が
毎
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
自
治
体
Ｐ
Ｒ
の
後

に
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ダ
ン
ス
ス
テ
ー

ジ
が
あ
り
、
宮
崎
犬
の
む
ぅ
ち
ゃ

ん
、
小
林
の
こ
す
モ
～
ち
ゃ
ん
、

え
び
の
の
み
な
ほ
が
一
緒
に
踊
っ

て
道
行
く
人
に
宮
崎
県
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

問
市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
室

☎
35
‐
３
７
２
７（
直
通
）

え
び
の
を
Ｐ
Ｒ

来
て
！
見
て
！
食
べ
て
！
み
や
ざ
き
県

　

1
月
26
日
か
ら
28
日
に
大
阪
市

天
神
橋
筋
商
店
街
で「
平
成
28
年

度
来
て
！
見
て
！
食
べ
て
！
み
や

ざ
き
県
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
大
阪
で
宮
崎
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
宮
崎
に
来
て
も

ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

自
治
体
か
ら
は
え
び
の
市
、
小
林

市
、
椎
葉
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
物
産
や
き
ん

か
ん
た
ま
た
ま
、
焼
酎
の
販
売
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
え
び
の
か

ら
は
、
お
茶
や
蜂
蜜
、
鶏
手
羽
煮

な
ど
を
出
品
し
ま
し
た
。
来
場
者

会場には多くの人が訪れました

臨
床
心
理
学
研
究
科
教
授
の
稲
谷

ふ
み
枝
氏
を
招
き
、「
共
に
生
き

る
、
相
手
を
理
解
す
る
～
バ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
法
と
い
う
聴
き
方

～
」と
い
う
演
題
で
、
ペ
ア
ワ
ー

ク
を
含
め
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
稲
谷
氏
は
、「
相
手
に
対
し

て
肯
定
的
な
関
心
を
よ
せ
て
、
そ

の
人
の
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
る
よ
う

に
寄
り
添
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

問
市
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
５
４
）

理
解
し
心
に
寄
り
添
う

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会

　

1
月
31
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で「
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
約

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
認
知

症
高
齢
者
の
介
護
法
の
一
つ
で
、

共
感
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
手
法

で
す
。
こ
の
研
修
は
、
医
療
介
護

関
係
機
関
従
事
者
の
高
齢
者
に
対

す
る
権
利
擁
護
の
意
識
や
、
ケ
ア

の
更
な
る
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

講
師
に
、
鹿
児
島
大
学
大
学
院

ペアワークを行う参加者

バリデーションについて語る稲谷氏

○臨時認知機能検査の対象となる違反行為（18 基準行為）
信号無視、通行禁止違反、通行区分違反、横断等禁止違反、
進路変更禁止違反、しゃ断踏切立入り等、交差点右左折方
法違反、指定通行区分違反、環状交差点左折等方法違反、
優先道路通行車妨害等、交差点優先車妨害、環状交差点通
行車妨害等、横断歩道等における横断歩行者等妨害等、横
断歩道のない交差点における横断歩行者等妨害等、徐行場
所違反、指定場所一時不停止等、合図不履行、安全運転義
務違反

臨時適性検査
または

医師の診断書
提出命令

　

3
月
12
日
か
ら
、
道
路
交
通
法

改
正
で
、
新
高
齢
者
講
習
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。
75
歳
以
上
の
ド
ラ

イ
バ
ー
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す

の
で
、
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
運
転
免
許
証
を
更
新
す
る
た
め

に
は
、
更
新
期
間
満
了
日
の
前
６

カ
月
以
内
に「
認
知
機
能
検
査
」と

「
高
齢
者
講
習
」を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

○
認
知
機
能
が
低
下
し
た
と
き
に

起
こ
り
や
す
い
交
通
違
反（
信
号

無
視
な
ど
）を
し
た
場
合
は
、「
臨

時
認
知
機
能
検
査
」を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の

臨
時
認
知
機
能
検
査
の
結
果
、
認

知
機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
る
場

合
は
臨
時
に
高
齢
者
講
習
を
受
講

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○「
認
知
機
能
検
査
」ま
た
は「
臨

時
認
知
機
能
検
査
」の
結
果
、「
認

知
症
の
お
そ
れ
あ
り
」と
判
定
さ

れ
た
人
は
専
門
医
の
診
断
を
受

け
、
診
断
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

○
医
師
か
ら
認
知
症
と
診
断
さ
れ

た
場
合
や
、
検
査
・
講
習
を
理
由

な
く
受
け
な
か
っ
た
場
合
は
、
運

高
齢
者
講
習
制
度
が
変
わ
り
ま
す

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
ま
す転

免
許
取
消
し
等
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
運
転
に
不
安
を
持
つ

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
自
主
返

納
に
対
す
る
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課
基
地
・

防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
８
）

免
許
継
続

免
許
取
消
し

・
免
許
停
止

認
知
機
能
が
低
下
し
て

い
る
お
そ
れ
が
な
い
人

実車指導
75
歳
以
上
の
人

内容認
知
機
能
が
低
下
し
て

い
る
お
そ
れ
が
あ
る
人

認
知
症
の
お
そ
れ
が
あ

る
人

臨
時
高
齢
者
講
習

個別指導

認知症
である

認知症
ではない

認
知
機
能
が
低
下
し
た
と
き
に
起
こ
り
や
す
い
交
通
違
反

（
18
基
準
行
為
）

※前回の認知機能検査結
果と比較して悪化してい
る場合等に受講が必要と
なります。
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1
月
11
日
、
飯
野
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
29
年

わ
け
も
ん
の
主
張
西
諸
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
え

び
の
代
表
と
し
て
飯
野
高
校
1
年

生
の
松
下
太
紀
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

松
下
さ
ん
は
、「
政
治
に
興
味

を
も
ち
、
考
え
、
私
た
ち
の
手
で

明
る
い
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。私
た
ち
の
一
票
が
大
切

で
す
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

松
下
さ
ん
は
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

2
月
11
日
に
行
わ
れ
た
県
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

平成 29 年わけもんの主張西諸大会

自分たちの手で明るい未来を

　

1
月
14
日
、
市
内
各
地
で
餅
勧
進
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

餅
勧
進
は
、
厄
年
に
あ
た
る
男
女
が

行
う
厄
払
い
の
行
事
で
、
無
病
息
災
・

家
内
安
全
を
祈
願
す
る
愉
快
な
伝
統
奇

祭
で
す
。厄
払
い
の
男
女
は
仮
装
を
し
、

友
人
や
知
人
の
家
を
回
り
、
音
楽
に
合

無病息災・家内安全を祈願
餅勧進

わ
せ
て
家
の
中
で
踊
り
な
が
ら
厄
を
払

い
ま
す
。
訪
問
宅
で
は
、
お
礼
に
焼
酎

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

　

餅
勧
進
を
行
っ
た
袴
田
裕
三
さ
ん
は

「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
厄
払
い
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
で
安
心
で
す
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

1
月
13
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
新
春
地
域
・
交
通
安
全
の
つ

ど
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
ど

い
に
は
、
市
内
の
29
団
体
、
約
１

７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

つ
ど
い
で
は
、
え
び
の
警
察
署

員
が
「
高
齢
者
の
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
。地
域
の
一
人
ひ
と
り
が

気
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
、
参
加
者
は
改
め
て
気
を
引

き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
の
最
後
に
は
、
市
内
か

ら
1
件
で
も
交
通
事
故
を
減
ら
そ

う
と
決
意
を
込
め
た
「
が
ん
ば
ろ

う
三
唱
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新春地域・交通安全のつどい

交通安全の意識を高める

　

1
月
19
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
グ
ロ
ー
カ
ル
学
習
成
果
発
表
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
く
の
場
で
活
躍
す

る
飯
野
高
校
生
の
活
動
を
た
く
さ

ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

飯
野
高
校
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

発
表
会
で
は
、
市
内
の
小
学
校

や
養
護
施
設
で
の
活
動
報
告
、
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
を
活
用
し
た
商
品
開

発
、
シ
カ
の
活
用
を
通
し
た
環
境

保
全
の
推
進
な
ど
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
高
校
生
の
視
点
で
意

見
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

グローカル学習発表会

えびのを活性化する

　

1
月
22
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
猫

の
あ
ー
ち
ゃ
ん
」
公
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
公
演
は
、
市
民
提
案
運
営
型

指
定
文
化
事
業
を
活
用
し
て
、
市
民
グ

ル
ー
プ
「
え
び
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
演
に
は
、
公
募
な
ど
で
結
成
し
た

明るく元気な歌声を披露
ミュージカル「猫のあーちゃん」

団
員
（
主
に
小
・
中
学
生
で
構
成
）
約

20
人
が
出
演
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
３
０
０
人

は
、
幕
が
終
わ
る
た
び
に
、
盛
ん
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
26
日
、え
び
の
高
原
で「
自

主
防
災
組
織
定
期
防
災
訓
練
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、

硫
黄
山
が
噴
火
し
た
と
い
う
想
定

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
避
難
を
促
す
内
容

が
英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
で
書

か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
職

員
が
観
光
客
等
に
声
を
か
け
な
が

ら
避
難
場
所
へ
誘
導
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
噴
火
を
知
ら
せ
る
屋

内
外
へ
の
緊
急
放
送
は
、日
本
語
、

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

えびの高原自主防災組織定期防災訓練

観光客の安全のために
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ス
イ
マ
ー　

田
口
耕
次
さ
ん

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
勝

　
「
優
勝
し
た
こ
と
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
が
、
50

ｍ
自
由
形
で
目
標
タ
イ
ム
の
１
分
を
切
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
か
っ
た
で
す
」と
話
す
の

は
、
田
口
耕
次
さ
ん
で
す
。

　

田
口
さ
ん
は
、
平
成
28
年
10
月
22
日
か
ら
24
日
に
、

岩
手
県
盛
岡
市
で
行
わ
れ
た
第
16
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
の
部
に
出
場
し
、
下
肢
障
害
S
6

ク
ラ
ス
の
25
ｍ
自
由
形
と
50
ｍ
自
由
形
で
優
勝
し
ま

し
た
。
同
大
会
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
競
技

ス
ポ
ー
ツ
と
は
異
な
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会

参
加
の
推
進
や
、
国
民
の
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

田
口
さ
ん
は
、
同
大
会
の
予
選
で
あ
る
第
15
回
宮
崎

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
25
ｍ
自
由
形
を
大
会

新
記
録
で
優
勝
し
出
場
権
を
得
ま
し
た
。
田
口
さ
ん

は
、
過
去
に
、
九
州
身
体
障
害
者
水
泳
選
手
権
で
優

勝
し
、
標
準
記
録
を
突
破
し
て
日
本
身
体
障
害
者
水

泳
選
手
権
に
出
場
し
て
い
る
実
力
の
持
ち
主
で
す
。

恐
怖
を
克
服
し
て

　

田
口
さ
ん
は
、
脳
性
小
児
ま
ひ
に
よ
る
両
下
肢
ま

ひ
の
障
が
い
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
器
な
し
で
は
歩
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
1
週
間
に
2
日
か
ら
3
日
程

リ
ハ
ビ
リ
に
通
っ
て
お
り
、
体
調
の
良
い
日
に
水
泳

の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
今
は
、
佐
土
原
に
あ

る
宮
崎
う
ず
ら
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い

水泳で恩返しをしたい

ま
す
。
練
習
は
、
小
林
や
高
崎
、
佐
土
原
な
ど
で
し

て
い
ま
す
。
下
半
身
は
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
と
に
か
く
長
い
距
離
を
泳
い
で
上
半
身
の
強
化

に
努
め
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

田
口
さ
ん
は
、
小
学
4
年
生
の
時
に
え
び
の
ス
イ

ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。「
泳
ぐ
こ
と
は
好

き
だ
っ
た
の
で
入
り
ま
し
た
。
親
や
そ
の
周
り
の
人

た
ち
の
勧
め
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

一
度
、
水
に
入
る
の
が
怖
く
な
っ
て
、
水
泳
を
や

め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。「
小
学

5
年
生
の
と
き
に
、溺
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。プ
ー

Profile

ル
に
入
っ
て
、そ
の
深
さ
に
緊
張
し
、パ
ニ
ッ
ク
な
っ

て
溺
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
水
が
怖
く
な
っ
て
水
泳

を
や
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
同
級
生
に
障

が
い
の
あ
る
友
人
が
い
て
、
そ
の
友
人
の
2
人
で
頑

張
ろ
う
や
と
い
う
一
言
が
勇
気
を
く
れ
ま
し
た
」と

振
り
返
り
ま
す
。

水
泳
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

　
「
私
は
、
多
く
の
周
囲
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
一
つ
で
も
恩
返
し

を
し
た
い
で
す
。そ
の
一
つ
は
、東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
出
場
す

る
に
は
ま
ず
、
標
準
記
録
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
の
タ
イ
ム
と
は
約
20
秒
の
差
が
あ
り
ま

す
が
、
頑
張
っ
て
記
録
を
縮
め
て
い
き
た
い
で
す
」

と
語
気
を
強
め
ま
す
。

　

出
場
で
き
な
く
て
も
、
何
ら
か
の
形
で
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
、
そ
し
て
、
水
泳
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
も
話
し
ま
す
。「
夢
は
、水
泳
の
指
導
者
に
な
っ
て
、

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
大
会

で
活
躍
す
る
選
手
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
そ
う
や
っ

て
社
会
と
か
か
わ
っ
て
頑
張
る
こ
と
は
、
私
が
一
番

感
謝
し
て
い
る
両
親
へ
の
お
礼
に
も
な
る
と
思
い
ま

す
」と
は
に
か
ん
で
い
ま
し
た
。たぐちこうじ／上原田／

43 歳／趣味：ドライブ
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イギリス全土の「ハリー・ポッター」ゆかりの地を巡り隠さ
れた作品の人気の秘密に迫る。

　作者J.K.ローリングの生い立ちから物語に登場する実在の場
所を訪ねて行く。さらに、映画「ハリー・ポッターと呪いの子」、

「ファンタスティックビーストと魔法使いの旅」の魅力や新た
な足跡をたどっていく。装いも新たとなったハリー・ポッター
の世界観を楽しめる1冊です。

MOE 編集部・山内史子／著
（白泉社）

おいしいおいしいワンワンちゃんのパンこうじょうの
おはなしです。

　こうじょうには、おいしそうなパンがいっぱいならんで
います。「おいしそう、たべたいねー」と、それをこっそり
のぞいてみていた、ノラネコぐんだん！よなかにつくって
しまったおおきなおおきなパン。「ドッカーン！」さあ、パ
ンこうじょうは、どうなってしまったのでしょう。

ノラネコぐんだん
パンこうじょう
工藤ノリコ／作

（白泉社）

◎お知らせ

えびので食べよう！文化のもりもり市場
●日時＝3月26日（日）午前10時～午後4時
●場所＝文化の杜
●内容＝○ボートフィッシング教室＆焼き魚試食会（参
　　　　加料無料・要申込）
　　　　○昔のおもちゃであそぼう（参加料無料）
　　　　○絵本に出てくるおかしをつくろう！（参加
　　　　料：300円・要申込）
　　　　○手話講座＆バリアフリー上映会「武士の家
　　　　計簿」（参加料無料）
　　　　ベビー＆キッズプレイルーム（保護者同伴）も
　　　　あります。文化の杜全体で楽しめるイベントで
　　　　す。みなさんのご来場をお待ちしています。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○「初女さんのお漬け物」　佐藤 初女 著　主婦の友社
○「はじめての小さな庭」　杉井 志織 監　学研プラス
○「整理＆収納のコツ124」　文化出版局 編　文化学園文化
出版局
○「沈黙法廷」　佐々木 譲 著　新潮社
○「ひかりのいと」　銀色 夏生 著　KADOKAWA

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎3月のスケジュール
月間行事

1 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
2 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
3 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
4 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
6 月 休館日
8 水 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
10 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
11 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
13 月 休館日
15 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
16 木 移動図書館車巡回④ 13：20 ～ 15：55
17 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
18 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
21 火 休館日
22 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
24 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00
移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

25 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
26 日 えびので食べよう！文化のもりもり市場 10：00 ～ 16：00
27 月 休館日
29 水 館内整理日

◎「最近入ったお勧め本」

新版ハリーポッターへの旅
イギリス＆物語探訪ガイド

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

枯
れ
土
手
に
一
輪
咲
け
る
水
仙
の

香
り
か
す
か
に
漂
い
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
桂
子

　
春
ま
だ
浅
き
二
月
の
小
春
日
の
土
手
に
一
輪
の
水
仙
が
、
ほ
の
か
な
香
り
を
も
ち
て
揺
れ
咲

い
て
い
る
の
を
見
て
吹
く
風
は
ま
だ
寒
い
け
れ
ど
、
緑
の
芽
生
と
、
日
脚
の
伸
び
て
ゆ
く
春
の

息
吹
を
感
じ
た
作
者
が
い
る
。自
然
に
対
す
る
や
さ
し
さ
が
良
く
表
現
さ
れ
た
詠
で
あ
る
。春
の

花
の
水
仙
は
雪
中
花
と
も
言
は
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌唐

傘
で
　
め
ぐ
る
湯
の
町
　
ぼ
た
ん
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
切
嗣
子

　
ぼ
た
ん
雪
が
舞
う
夕
暮
れ
…
山
あ
い
の
ひ
な
び
た
温
泉
街
を
宿
の
着
物
に
着
替
え
散
策
し
た
。

昔
な
が
ら
の
商
店
が
並
び
、
飾
り
窓
に
は
、
古
い
雛
段
が
淡
い
街
燈
の
灯
に
、
ほ
ん
の
り
と
浮
か

び
あ
が
っ
て
い
た
…
懐
し
い
旅
の
想
い
出
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩祖

父
の
喜
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
き
よ
や
す
こ

午
後
の
日
差
し
が
私
の
机
に
も
届
く
こ
ろ

そ
の
小
さ
な
文
字
は

や
さ
し
く
　
そ
ー
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
た

「
大
正
九
年
　
春
」

祖
父
が
篆
刻
し
た
水
牛
の
黒
い
印
材
の
上

こ
ん
な
昔
の
物
を

自
分
は
日
常
の
仕
事
に
認
印
と
し
て
使
っ
て
い
た
の
か

し
ば
し
見
入
っ
て
い
て
祖
父
の
喜
び
に
気
付
い
た

「
大
正
九
年
　
春
」

母
が
生
ま
れ
た

ま
さ
に

そ
の
春
だ

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

小林市えびの

 えびの市観光協会
☎35-3838

 小林市スポーツ振興課
☎22-7911

● 日時＝3月5日（日）
● 場所＝香取神社・天宮神社
● 内容＝五穀豊穣を願う祭りです。香取神社と天宮神社

を行き来して、狂言などが行われます。

打植祭

こばやし絶景マラソン大会
● 日時＝3月5日（日）
● 時 間 ＝ 午 前9時20分

～
● 場所＝小林市総合運

動公園
● 内容＝小林市初のマ

ラソン大会が開催さ
れます。ダンスなど
のステージイベント
などもありますので、
ぜひ、お越しくださ
い。
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発
達
障
が
い
と
は
、
言
葉
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
社
会
性
な
ど
の
発
達

に
特
性
（
偏
り
や
ゆ
が
み
）
が
あ
る
こ

と
で
社
会
生
活
の
ず
れ
が
生
じ
る
障
が

い
で
す
。生
ま
れ
な
が
ら
脳
の
機
能
に

何
ら
か
の
不
具
合
が
生
じ
て
い
る
状
態

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
原
因
は
ま
だ

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

発
達
障
が
い
に
は
大
き
く
三
つ
の
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

・
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
が
い（
A
S

D
） 「
社
会
的
な
対
人
関
係
を
築
き
に

困
っ
た
行
動
ば
か
り
が
目
に
つ
い
て
し

ま
い
ま
す
。発
達
障
が
い
の
特
性
の
あ

ら
わ
れ
方
は
個
人
差
が
大
き
く
、
そ
の

対
策
も
違
っ
て
き
ま
す
。発
達
障
が
い

は
、
病
気
と
は
違
い
、
生
ま
れ
つ
い
て

の
特
性
に
よ
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ

を
無
理
に
正
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
子

ど
も
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
な

り
ま
す
。

　

最
近
、
で
き
る
だ
け
早
く
そ
の
特
性

に
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
発
達
を
促

進
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

文
：
市
健
康
保
険
課 

山
之
口
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
「
子
ど
も
の
発
達
障
が
い
」

く
い
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

り
に
く
い
」「
こ
だ
わ
り
が
強
い
」
な
ど

の
特
徴
が
あ
る
。

・
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い（
A
D
H
D

） 

集
中
力
が
な
く
、
衝
動
的
で
落
ち
着

き
が
な
い
。注
意
力
が
な
い
。

・
学
習
障
が
い
（
L
D
） 

読
み
、
書
き
、

計
算
な
ど
特
定
の
学
習
能
力
の
習
得
に

時
間
が
か
か
る
。

　

見
た
目
で
は
わ
か
り
に
く
く
、
得
意

な
こ
と
不
得
意
な
こ
と
の
差
が
大
き

く
、
発
達
の
偏
り
が
大
き
い
か
ら
こ
そ
、

が
大
切
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
流

出
し
た
物
は
拡
散
し
、
消
去
す
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
す
。

　

児
童
ポ
ル
ノ
や
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有

害
情
報
に
つ
い
て
通
報
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
セ
ー
フ
ラ
イ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
受
け
取
っ
た
通
報
の
う
ち
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
対
応
可
能
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ト
運
営
者
や
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
に
対
し
て
削
除
依
頼
を

行
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　

文
：
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

私
的
な
画
像
な
ど
の
送
信
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
と
は
、
元
交
際
相

手
な
ど
が
、
別
れ
た
腹
い
せ
に
、
公
開

す
る
つ
も
り
の
な
い
私
的
な
性
的
画
像

を
無
断
で
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る
行
為

を
言
い
ま
す
。

　

若
者
の
間
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
写
真
を
撮
っ
て
送
り
合
う
こ
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
信
頼
す
る
友
人
・

交
際
相
手
で
あ
っ
て
も
私
的
な
画
像
や

動
画
の
撮
影
・
送
信
は
危
険
を
伴
い
ま

す
。相
手
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
場
合
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
画
像
や
動
画
を

公
開
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
こ
と

を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

加
害
者
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
を
防
止
す

る
法
律
が
あ
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
撮

影
し
た
性
的
な
画
像
や
動
画
な
ど
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
不
特

定
ま
た
は
多
数
の
人
に
提
供
し
た
場
合

罰
せ
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、被
害
を
知
っ

た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
対
処
す
る
こ
と

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

改正道路交通法が施行

火の取り扱いにご注意

春先のこの時期は、空気が非常に乾燥し風の強い
日が多いことから火災が発生しやすくなります。

　毎年、3 月 1 日から 7 日までの 1 週間を「春の全
国火災予防運動期間」と定め、本年度は “ 消しましょ
う　その火その時　その場所で ” を防火標語に火災
への注意が呼びかけられています。火を取り扱う際
は十分ご注意ください。
　また、火入れを行う際は消防署へ届け出をする必
要があります。この届け出は 119 番通報による誤報
を未然に防ぐためのものです。なお、火入れ届け出は、

「火入れ」を行う行為を許可するためのものではない
ということをご理解ください。

3 月 1 2 日 、改 正 道 路 交 通 法 が 施 行 さ れ ま す 。

【 準 中 型 免 許 の 新 設 】準 中 型 免 許 で は 、車 両 総 重
量 7 , 5 0 0 ㎏ 未 満 ま た は 最 大 積 載 量 4 , 5 0 0 ㎏ 未 満
の 自 動 車 を 運 転 で き ま す 。普 通 免 許 で は 、車 両
総 重 量 3 , 5 0 0 ㎏ 未 満 ま た は 最 大 積 載 量 2 , 0 0 0 ㎏
未 満 と な り ま す 。

【 準 中 型 免 許 の 受 験 資 格 】1 8 歳 か ら 普 通 免 許 な
し で も 免 許 を 取 得 で き ま す 。

【 準 中 型 免 許 に 係 る 初 心 運 転 者 期 間 制 度 】は じ
め て 準 中 型 免 許 を 取 得 し た 人 は 、1 年 間 初 心 者
マ ー ク を 付 け な け れ ば な り ま せ ん 。

1月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 1件
救 急 84件 年 計 84件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

1月の交通事故発生状況
人 身 5件 本年累計 5件
物 件 21件 本年累計 21件

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
生
活
支
援
・
介
護
予
防
の
基

盤
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
、
地
域
に
お
い
て
生
活
支
援
・
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
構
築

に
向
け
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
果

た
す
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
地
域
支
え
合
い
推
進
員
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
尊

ば
れ
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
助
け

合
い
の
し
く
み
を
作
っ
て
い
く
役
割
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
上
江
校
区
の
65
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
、
生
活
支
援
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
調
査
で
、
買
い
物
や
ゴ
ミ
出
し

等
の
「
支
援
が
ほ
し
い
人
」、
ま
た
そ

の
反
対
に
「
支
援
し
た
い
人
」
の
両
方

が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。中
に

は
、
す
で
に
近
所
の
間
で
支
え
合
い
を

始
め
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。例
え
ば
、

「
近
所
の
人
が
ゴ
ミ
出
し
に
困
っ
て
い

る
。
助
け
て
あ
げ
た
い
」
と
手
を
伸
ば

し
、
助
け
ら
れ
た
人
は
「
お
礼
に
ご
飯

の
お
か
ず
を
お
返
し
し
た
」
と
い
っ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
支
え
合
い
は
、
皆
さ
ん

の
生
活
の
な
か
に
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
し
た
「
支
え

合
い
」
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と

が
、
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
場

所
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

　
　
　
文
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

安
心
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

あんしんねっと
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

え
び
の
自
衛
隊
が
善
戦

　

2
月
7
日
、
第
36
回
南
九
州
駅
伝
競
走
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
京
町
温
泉
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
、
え
び

の
都
城
間
の
60
・
5
㎞
を
49
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
初
出
場
の
え
び
の
自
衛
隊
が
善
戦
し

5
位
に
入
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  （
昭
和
57
年
2
月
号
掲
載
）

京
町
二
日
市

　

2
月
6
・
7
日
、南
九
州
一
の
マ
ン
モ
ス
市
で
有

名
な
京
町
二
日
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
４
５
０

店
が
出
店
し
、
純
然
た
る
買
い
物
市
と
あ
っ
て
色

と
り
ど
り
の
商
店
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
ち
は

約
25
万
人
の
人
出
で
ご
っ
た
が
え
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

       　
（
昭
和
57
年
2
月
号
掲
載
）

歩
行
者
天
国
で
大
に
ぎ
わ
い

　

1
月
23
・
24
日
、
中
島
商
店
街
約
1
㎞
が
歩

行
者
天
国
に
な
り
、え
び
の
初
市
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
約
１
５
０
店
が
出
店
し
、衣
類
や
農
機

具
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
並
ん
で
い
ま
し

た
。2
日
間
で
約
6
万
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

  　
（
昭
和
57
年
2
月
号
掲
載
）

１
９
８
2

「飯野城ウォーク」・「加久藤城ウォー
ク」参加者募集

　えびのガイドクラブとえびの市レクリエーション協会
では、島津義弘の居城をたどるウォークを開催します。
　義弘が26年間過ごした飯野城周辺のゆかりのある史
跡をたどる「飯野城ウォーク」と、家族思いの義弘が飯
野城から加久藤城まで駆けた古道沿線を歩く「加久藤城
ウォーク」の2コースです。ウォークでは、地形の成り立
ちにふれるジオガイドと義弘の軌跡をたどる歴史ガイド
を行います。さまざまな時代に思いをはせながら、春の
えびの路を歩いてみませんか。

【開催日】3月12日（日）※小雨決行、荒天中止
【集合場所】飯野地区コミュニティセンター
【集合時間】午前8時30分～午前9時15分
［飯野城ウォーク］
【距離】4㎞
【時間】午前9時30分～正午
【行程】保

ほ じ ゅ い ん

寿院跡→石
せっかんとう

敢当→ 剣
つるぎ

神社→飯野城→（裏山道）
→稲

い な り

荷神社→西原公民館→奉
ほうまち

待月
げってん

天菩
ぼ さ つ

薩供養塔→ 長
ちょうとく

徳
庵跡→飯野橋→蛭

ひ る こ

子神社→幻
げんしょうじ

生寺跡→大イチョウ（飯野
出張所）→解散（飯野地区コミュニティセンター）

［加久藤城ウォーク］
【距離】10㎞
【時間】午前9時30分～午後2時30分
【行程】剣神社→飯野城→（裏山道）→稲荷神社→西原公

民館→奉待月天菩薩供養塔→長徳庵跡→野
の た に す じ

谷筋→官軍墓
地横→二

にはちのさか

八坂→えびの市文化センター→（新
しんじょう

城横山道）
→加久藤新城→（山道）→加久藤城・竈

かまど

神社→鶴寿丸墓→
解散（えびの整形外科駐車場）※マイクロバスで飯野コ
ミュニティセンターへ送ります。

【参加料】500円（資料代・保険代）※当日徴収
【募集人員】各50人
【申込方法】えびの市観光協会へ直接、または電話でお申

し込みください。
【申込期限】3月9日（木）
【準備する物】歩きやすい服装・靴、飲み物、タオル、雨具

など、昼食（加久藤城ウォークのみ）
【その他】荒天中止の場合は3月11日（土）に電話で連絡

します。
申・問えびの市観光協会

☎35-3838

健康づくりに取り組みましょう
「国際女性デー」
　3月8日は、女性の権利と世界平和を目指す「国際女性
デー」です。国は、3月1日から8日までの1週間を「女性
の健康週間」とし、女性が健康で明るく、充実した日々
を自立して過ごすための女性の健康づくりをテーマにし
た取り組みを展開しています。

・女性は、健康寿命と平均寿命の差があり、筋力低下によ
り「日常生活に制限のある期間」が長くなるので、運動
等を日常生活に取り入れましょう。

・妊婦の喫煙による妊婦自身への健康被害や受動喫煙に
よる胎児への健康被害をなくしましょう。

・子宮頸がんや乳がんの予防に取り組み、早期発見のが
ん検診を受けましょう。
　市健康保険課では、平成29年度の子宮頸がん検診、乳
がん検診等の案内を4月に、対象者に1部ずつ送付する予
定です。詳しくは、市健康保険課市民健康係にお問い合
わせください。
申・問   市健康保険課 市民健康係
☎35-1111（内線284）

サトイモの疫病の予防をしましょう

　サトイモの疫病の被害が続いています。次のことに取り
組みましょう。

【くずイモ等は、ほ場周辺に放置しない】
　前年のくずイモ等が疫病の発生源となるので、土中に埋
めるか、ビニル被覆しましょう。

【早めの防除を行いましょう】
　サトイモの登録農薬は、発病後の散布では効果が低い
ため、予防散布を心掛けましょう。
　詳しくは、JAえびの市または西諸県農業改良普及セン
ターへお問い合わせください。
問JAえびの市 農産園芸課
☎33-5756
問西諸県農業改良普及センター
☎23-5105
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※祝日は除く
②午前9時～午後4時（月曜～金曜）※祝日は除く　
■共通事項

【勤務場所】市福祉事務所
【申込方法】市様式の履歴書に必要事項を記入のうえ、市

福祉事務所に提出してください。履歴書は、市福祉事務
所にあります。

【申込期限】3月10日（金）午後5時
【選考方法】書類選考と面接 ※面接日時については、申

込者に連絡します。
申・問市福祉事務所 福祉係
☎35-1111（内線253）

事務員（臨時職員）募集

　市では、市民環境課の臨時職員を募集します。
【募集人員】1人
【報酬】5,900円（日額）
【業務内容】戸籍、住民票交付業務等
【資格要件】パソコン入力（ワード・エクセル）
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日は除く
【雇用期間】4月1日～ 9月30日
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【申込方法】市様式の履歴書に必要事項を記入のうえ、市

民環境課に提出してください。履歴書は市民環境課にあり
ます。

【申込期限】3月10日（金）
【選考方法】書類選考と面接 ※面接日時については、申

込者に連絡します。
申・問市民環境課 市民年金係
☎35-1111（内線271）

学校支援地域コーディネーター募集

　市では、学校支援地域コーディネーター（嘱託員）を募
集します。

【募集人員】1人
【業務内容】学校支援地域本部事業地域コ－ディネ－タ－

として学校と地域ボランティアの連絡調整・ボランティア発
掘等

【勤務時間】 午前9時～午後4時 ※週に3日勤務（月、水、金
曜日を基本）業務の内容によっては夜間、休日の勤務があ
ります。

【勤務場所】市社会教育課
【報酬】4,800円（日額）
【保険等】社会保険、雇用保険なし
【適任要件】 職務を行うのに必要な熱意と能力を持つ人
【雇用期間】4月1日～平成30年3月31日
【申込方法】市様式の履歴書に必要事項を記入のうえ、市

社会教育課に提出してください。履歴書は、市社会教育課
にあります。

【申込期限】3月8日（水）
【選考方法】書類選考と面接 ※面接日時については、申

込者に連絡します。
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-1111（内線483）

認定農業者育成指導員（嘱託員）
募集

　市では、認定農業者育成指導員（嘱託員）を募集します。
【募集人員】1人
【報酬】8,000円（日額）
【雇用期間】4月1日～平成30年3月31日
【勤務日】週3日程度（月曜～金曜）※祝日を除く
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分まで
【採用条件】農業に関する専門的知識および経験を有し、

認定農業者育成のための指導が可能な人
【業務内容】訪問による認定農業者への指導、経営改善計

画の策定支援など
【申込期限】3月3日（金）
【選考方法】書類選考と面接 ※面接日時については、申

込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書に必要事項を記入のうえ、市

畜産農政課に提出してください。履歴書は市畜産農政課に
あります。
申・問市畜産農政課 担い手対策係
☎35-1111（内線234）

医療関係臨時職員・嘱託員募集

　市立病院では、臨時職員、嘱託員を募集します。
■臨時職員

［看護師、准看護師］
【募集人員】若干名
【報酬】日勤10,500円～ 11,000円

夜勤1回あたり35,000円～ 36,000円
【必要資格】看護師免許、准看護師免許
【勤務時間】勤務シフトによる

■嘱託員
［看護師、准看護師］
【募集人員】若干名
【報酬】看護師8,500円（日額）、准看護師8,000円（日額）
【必要資格】看護師免許、准看護師免許
【業務内容】病棟看護、外来看護等 ※その他詳細につい

ては面接で説明します。
【勤務時間】午前8時30分～午後3時30分

※シフト制により変更あり
［リハビリ補助業務］
【募集人員】若干名
【報酬】6,600円（日額）
【必要資格】なし
【業務内容】リハビリ室での理学療法士の補助等 ※その

他詳細については面接で説明します。
【勤務時間】午前8時30分～午後3時30分

※シフト制により変更あり
［薬剤師補助業務］
【募集人員】若干名
【報酬】6,600円（日額）
【必要資格】なし
【業務内容】薬剤室での薬剤師の補助等 ※その他詳細に

ついては面接で説明します。
【勤務時間】午前8時30分～午後3時30分

※シフト制により変更あり
［介護業務職］
【募集人員】若干名
【報酬】7,000円（日額）
【必要資格】なし
【業務内容】病棟での介護業務 ※その他詳細については

面接で説明します。
【勤務時間】午前8時30分～午後3時30分

※シフト制により変更あり
［医療相談員］
【募集人員】若干名
【報酬】8,000円（日額）
【必要資格】社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門

員・看護師のいずれかの有資格者
【業務内容】各入院病棟の転棟、転科調整・退院援助・社会

復帰援助等 ※その他詳細については面接で説明します。
【勤務時間】午前8時30分～午後3時30分

■共通事項
【雇用期間】4月1日～平成30年3月31日
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【申込方法】市様式の履歴書に必要事項を記入のうえ、え

びの市立病院に提出してください。
【申込期限】2月28日（火）午後5時
【選考方法】書類選考と面接 ※面接日時については、申

込者に連絡します。
申・問市立病院 経営管理係
☎33-1023

臨時福祉給付金給付業務補助・福祉
業務事務補助員募集

　市では、臨時職員およびパート職員を募集します。
■臨時福祉給付金給付業務補助

【募集人員】若干名
【報酬】5,900円（日額）
【業務内容】臨時福祉給付金給付業務補助
【資格要件】普通自動車運転免許
【雇用期間】4月1日～ 7月31日
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日は除く
■福祉業務全般事務補助

【募集人員】①臨時職員1人②パート職員1人
【報酬】①5,900円（日額）②760円（時給）
【業務内容】福祉業務全般事務補助
【資格要件】普通自動車運転免許
【雇用期間】4月1日～平成30年3月31日
【勤務時間】①午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）
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餅 勧 進 の 取 材 に 行 きました 。東 京の テレビ 局 が 取 材
に 来 て いました が、そ の にぎ わ い 振りに 圧 倒 さ れ

ていました 。私もその 一人です。（ 東 ）

初 めて 京 町 二 日 市 に 行 き まし た 。2日 目 は あ い にく
の 雨 でした が、1日目 は 晴 れ 間 も見 え、とてもにぎ

わっていました 。（ 久保 田 ）

人　口 19,098人（前月比-19人）

男性／ 8,999人（ -11人）　女性／ 10,099人（ -8人）

転入／ 29人　転出／ 24人
出生／ 12人　死亡／ 36人

世帯数 8,566世帯（前月比-8世帯）
（平成29年2月1日現在）

E
d
ito

r's

【受講会場】えびの市文化センター会議室
【講師】廣澤順也氏
【申込方法】市社会教育課へ電話でお申し込みください。
【申込期限】3月3日（金）
【参加料】無料
【持ってくる物】デジタルカメラ等は持参してください。
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-1111（内線483）

えびの市子どもの貧困対策推進計画
（案）への意見募集

 市では、すべての子どもたちが将来の夢や目標の実現
に向かって自分の能力・可能性を伸ばすことができるよう
に、市民・関係団体・関係機関等が積極的に連携し、それぞ
れの強みを発揮し、協働により支援が行えるよう支援体制
を整備することを目的として、えびの市子どもの貧困対策
推進計画を策定します。つきましては、以下のとおり計画
案を公表し、市民のみなさんからの意見を募集します。 

【意見募集期限】3月8日（水）
【計画案の閲覧場所】市福祉事務所、飯野出張所、真幸

出張所、えびの市民図書館、市公式ホームページ（ http://
www.city.ebino.lg.jp/ ）

【提出方法】指定する意見書に住所、氏名、意見を明記の
うえ、直接市福祉事務所、飯野・真幸出張所、市民図書館
の窓口へ持参、郵送、ファックス、電子メールで提出してく
ださい。指定する意見書は、公表場所に設置しています。市
ホームページからもダウンロードできます。
※いただいた意見の概要などは、市ホームページで公表し
ます。公表の際、住所や氏名などの個人情報は公表しませ
ん。
※意見に対する個別の回答は行いません。
申・問市福祉事務所 子育て支援係

☎35-1111（内線264）
〒889-4292　宮崎県えびの市大字栗下1292番地
FAX 0984-35-0401　Eメール fukushi@city.ebino.lg.jp

堆肥の散布には注意しましょう

　これから飼料作物や園芸作物等の作付け準備のため、
堆肥を散布する機会が多くなりますが、散布後の悪臭や公
道走行時の落下などの苦情が多く寄せられています。散布
後は直ちに耕運するようお願いします。また、公道に落下
した場合は、ほうき等で清掃するなどの対策をお願いしま
す。
　併せて、畜舎等からの害虫や悪臭の発生および汚水流
出などないよう、環境対策に万全を期してください。
問市畜産農政課 畜産振興室
☎35-1111（内線236）

シカの一斉捕獲を実施します

　えびの市を含む宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の5県
および各市町村合同で春期のシカ一斉捕獲を実施します。
　期間は次のとおりです。期間中の入山等については十
分ご注意ください。市民の皆さんのご協力をお願いしま
す。

【一斉捕獲期間】3月19日（日）～ 26日（日）
【一斉捕獲日】3月19日（日）、26日（日）
申・問市農林整備課 林務係
☎35-1111（内線221）

◎ 今月の 表 紙
　 2 月4・5 日に 京 町 温 泉 駅 周 辺 で
京 町 二 日 市 が 開 催 さ れ まし た 。そ
のアトラクション の 一 つとして、バ
イクトラ イ アル の デ モ ン ストレ ー
ション が あり、熊 本 の 小 学 生 が 見
事な技 術を披 露しました 。

「平成29年度スポーツ安全保険」
受け付け開始

　平成29年度のスポーツ安全保険の受け付けが、3月1日
から始まります。
　子ども会、自治会、運動クラブ、文化・ボランティアク
ラブなど、4人以上のグループで加入できます。万一の事
故や賠償責任などに備えて「スポーツ安全保険」に加入
しましょう。熱中症や突然死も対象となります。
　保険の内容などの詳細については、公益財団法人ス
ポーツ安全協会ホームページ（http://www.sportsanzen.
org/ ）または、スポーツ安全保険加入システム「スポ安
ネット」（ https://www.spokyo.jp/spoannet.html ）をご
確認ください。
　前年度加入団体については、加入依頼書が3月上旬ま
でに代表者の住所へ送付されます。また、3月1日以降、
本庁4階の市社会教育課市民体育係にも設置します。
問公益財団法人スポーツ安全協会 宮崎県支部
☎0985-55-3136　
問市社会教育課 市民体育係
☎35-1111（内線482）

市民提案運営型文化事業参加団体
募集

　市文化センターでは、市民の皆さんに企画・運営（準備
から開催まで）を行ってもらう市民提案運営型文化事業
参加団体を募集しています。友達や仲間と舞台をつくっ
てみませんか？

【実施場所】市文化センター
【実施期間】5月～平成30年3月
【委託料】100万円まで（全団体の合計総額）

※事業に係る経費（施設利用料・附属設備利用料）は市文

化センターが負担します。ただし、チケット販売による
事業収入は、市文化センターの収入となります。
※委託料の支払いを受ける者が個人の場合、源泉徴収
の対象となります。詳しくは、国税庁のホームページ

（ https://www.nta.go.jp/ ）をご覧ください。
【公演内容】クラシック、ポピュラー、ジャズ、邦楽、舞踊、

演劇、その他舞台公演が可能なもの
※原則として有料公演です。
※各団体の発表事業は対象となりません。

【申込期限】4月9日（日）
【申込資格】えびの市民を構成員に含み、主な活動の場が

えびの市内である団体、または、えびの市民3人以上の
団体 ※1団体の申請は、原則として3回まで

【申込方法】申請書に必要事項を記入のうえ、市文化セ
ンターに提出してください。申請書は市ホームページ

（ http://www.city.ebino.lg.jp/ ）からダウンロードするか、
文化センターにあります。

【選考方法】申請書を審査のうえ、平成29年度の事業を
決定します。申請者多数の場合は、予算の範囲内で事業
の決定を行います。
申・問市文化センター
☎35-2268

デジカメ教室受講者募集

　市では、デジタルカメラできれいな写真をとるための
講座を開催します。デジタルカメラの話と、実際に写真
を撮りながらプロの気分を味わってみませんか？興味の
ある人は、ぜひ、ご参加ください。

【日時】3月10日（金）午前9時30分～正午
3月15日（水）午後7時～午後9時　　　　　　　　

【定員】各日程10人程度　

今月の納税

固定資産税 第4期
国民健康保険税 第8期
後期高齢者医療保険料 第8期
介護保険料 第6期
2月28日（火）までに納めましょう。
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写真：側溝の中のニホンアナグマ（撮影：平成20年5月11日）

側溝がお好き　そしてちょっとおとぼけもの
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